
３.　施設の待機者と入所率の状況（R5.4.1時点）

　

　　定　 員　　　7,481人 　　定　 員　  　　5,062人 　　定　 員　　  　2,491人
　　入所率　      　91% 　　入所率  　      　80% 　　入所率　        　85%
　　空　 床　　　 661床 （a） 　　空   床 999床 （a） 　　空   床         　316床 （a）
　　待機者　      211人 （b） 　　待機者　         138人 （b） 　　待機者　         158人 （b）
　　余剰床        450床 （a-ｂ） 　　余剰床           861床 （a-b） 　　余剰床            158床 （a-b）

特定施設入所者生活介護の待機者と入所率の状況（R5.4.1時点）

【奈良市を除く】

　　待機者・・　「緊急度の高い待機者」として以下の条件で抽出
　　　　　　　　現居所が自宅　　かつ
　　　　　　　　特別養護老人ホーム側が「入所の必要性が高い」と判断

　　　【広域型合計】

　特別養護老人ホームの待機者と入所率の状況（R5.4.1時点） 介護老人保健施設の待機者と入所率の状況（R5.4.1時点）

【南和圏域】

定 員 360人

入所率 83％

空 床 61床

待機者 14人

【東和圏域】

定 員 287人

入所率 77％

空 床 65床

待機者 1人
【西和圏域】

定 員 1,628人

入所率 89％

空 床 186床

待機者 143人

【中和圏域】

定 員 576人

入所率 89％

空 床 65床

待機者 14人

●特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・特定施設入所者生活介護（有料老人ホーム）は、どの施設も空床がある。

・令和５年度、奈良県において申込後の状況調査において、入所の順番がきても断るケース等、緊急度が低い状態での申込がみられる。

→施設の給付状況は、特別養護老人ホームの利用者数が減少しており、現状の施設数で足りると考える。（資料４ 表２）

・有料老人ホームにおいては、利用者数が増加しているが、これは町内に施設が出来たことによる増加が要因である。（資料４ 表２）

⇒ 第９期は、施設の誘致は第８期に引き続き不要

【奈良圏域】

定 員 1,652人

入所率 91％

空 床 154 床

【西和圏域】

定 員 1,785人

入所率 92％

空 床 138床

待機者 124人

内、王寺町

待機者 19人

（内、緊急性が高い人 4人）

【中和圏域】

定 員 1,865人

入所率 95％

空 床 95床

待機者 32人

【東和圏域】

定 員 1,326人

入所率 86％

空 床 181 床

待機者 29人
うち地域密着型待機者2名

【南和圏域】

定 員 853人

入所率 89％

空 床 93床

待機者 10人
うち地域密着型待機者５名

【奈良圏域】

定 員 1,098人

入所率 73％

空 床 295床

【東和圏域】

定 員 722人

入所率 84％

空 床 118床

待機者 29人

【西和圏域】

定 員 1,318人

入所率 81％

空 床 250床

待機者 33人

【中和圏域】

定 員 1,564人

入所率 82％

空 床 275床

待機者 30人

資料６

R5.9.7第９期介護保険事業（支援）計画に係る市町村担当者会議より出典（県資料）


